
























〈研究目的〉

近年における本邦の母子保健水準の高度化と母子保健活動の充実ぶりは、目をみはるもの

がある。しかるに、健診の結果発見される障害児のケア・システムは、障害の多様性と活

用に供される社会資源の地域格差のために、その「みとり」の方策は一様にいかない。2

次健診で問題となった児の地域社会で効率よい事後措置・ケアのできるモデル・システム

の構築を目的として、本研究班をスタートした。その際、地域における障害児の保健・医

療・福祉の包括的ケアの調整役としての新生保健所の位置付けとその役割,児童相談所の

位置付け,保育所・幼稚園・学校との望まれる関わり方等に関し、検討した。


